
背 景（教育現場における課題等）
運動・スポーツ活動は，体力向上，健康増進，認知・非認知能力の発
達等に寄与する可能性があり，生涯にわたり運動・スポーツに親しむ
態度が重要である．これには，子どもの年代における「楽しさ」と
「多様な運動」による豊かな運動・スポーツ経験を通じた身体リテラ
シーの獲得が有効な方略の一つと考えられている．

豊かな運動経験を実現する学校向け運動プログラムの開発とその効果の検証
研究成果

研究目的

子どもの年代における「楽しさ」と「多様な運
動」による豊かな運動・スポーツ経験を実現する
学校向けの準備運動プログラムを開発する．また
子どもの運動機会創出のための地域の支援体制に
ついても検討する．

研究課題

① 「楽しさ」と「多様な運動」を中核においた
子 ども向け運動プログラムの開発し，この
運動プログラムの効果を検証する．

② 子どもの運動機会の充実における地域の支援
活動の実践および効果検証を行う．

③ 子どもの体力・運動能力の向上と，子どもの
運動習慣・生活習慣などの関連性を科学的に
解明する．

研究計画

研究実施体制
【代表者】奥田知靖 教授（岩見沢校）
【分担者】志手典之 教授（岩見沢校），山本理人 教授（岩見沢校），森田憲輝 教授（岩見沢校），安部久貴 教授（岩見沢校），小倉晃布 准
教授（岩見沢校），小林育斗 准教授（岩見沢校），榊 善成（岩見沢校） 准教授

2022（R4） 2023（R5） 2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9）

研究課題①

研究課題②

研究課題③

予備調査およびプログラム説
明
運動プログラ
ムの介入調査

追加調査：
運動評価方法改善，指導方法の伝達，
プログラムの楽しさ調査

地域の支援体制の実証調査

予備調査

運動機会創出のための実践活動の展開
および調査結果のまとめ

体力・運動能力・運動習慣・
生活習慣の調査

調査結果のまとめ

体格・体力・生活習慣の追加調
査及びまとめ

① 教員向けの授業改善のための楽しさと多様な運動経験を核とした運
動プログラムの資料

② 保護者向けの運動・スポーツ推進のための資料
③ 学校・教育委員会向けの施策検討資料
④ 本学紀要での臨床的研究の成果公表

データ分析及びまとめ

運動プログ
ラム集作
成・普及
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